
令和 年 月 日 （水）

１３時３０分から

新見市役所 南庁舎 ３Ａ会議室

１ 開　会

２ 会長、副会長選出

３ 会長あいさつ

４ 署名委員の選出

５ 議  事

（１）【報告事項】

 ①新見市国民健康保険の状況について

 ②令和５年度 新見市国民健康保険特別会計（事業勘定）決算（見込）について

 ③令和６年度 新見市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算について

 ④令和６年度 新見市国民健康保険保健事業について

６ その他

７ 閉会あいさつ

８ 閉会

場 所

令和６年度  第１回新見市国民健康保険運営協議会　次第

日 時 ６ ７ ２４



  選 任 区 分 氏    　名 所　属　等 参　加

被 保 険 者 代 表 委 員 山 室 邦 治 神郷支局管内 会場

〃 羽 場 美 惠 哲多支局管内 会場

〃 矢 吹 弥 生 哲西支局管内 会場

保 険 医 代 表 委 員 児 玉 州 平 新見医師会 会場

〃 宮 原 康 太 新見歯科医師会 オンライン

保険薬剤師代表委員 角 谷 栄 男 薬剤師会新見支部 オンライン

公 益 代 表 委 員 小 河 俊 文
新見市議会
  文教福祉常任委員会委員長

会場

〃 橋 本 亨 子
新見市議会
　文教福祉常任委員会副委員長

会場

〃 岡 崎 裕 生
新見市議会
  文教福祉常任委員会委員

会場

被用者保険等代表委員 田 中 章 夫
  岡山県自動車販売健康保険組合
　常務理事

会場

〃 実 原 奈 保 美
岡山県市町村職員共済組合
事務局次長兼保険課長

オンライン

〃 宮 本 雄 介
　全国健康保険協会岡山支部
　業務グループ長

オンライン

※敬称略

新見市国民健康保険運営協議会委員名簿

任期：令和９年５月３１日まで（３年間）



令和６年度

第１回　新見市国民健康保険運営協議会

会議資料

日　時　　令和６年７月２４日（水）　１３時３０分から

　  場　所　　新見市役所 南庁舎  ３Ａ会議室　　　　　　　
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①新見市国民健康保険の状況について

● 年間平均世帯数・被保険者数の推移（R1～R5）

● 国民健康保険税収納率（現年分）

● 短期証・資格者証交付状況について （単位：世帯）

● 保険税率等の推移（県内15市での順位）（R2～R6）

※県内15市で順位付け、保険料（税）が高い順に並べた時の順位を記載（同率は平均値）

※着色は税率を変更した年

48 69 4270 78 56 71

合　計

15 13 15 15 1320 19 21 17資格者証

70 89 63 84 5590 97 77 88

3,668

【報告事項】

（単位：世帯、人）

区　　分 R1 R2 R3 R4 R5速報値

世　帯　数 4,093 4,027 3,951 3,844

5,158

被保険者数全体 6,067 5,909 5,754 5,509 5,158

一般被保険者数 6,050 5,909 5,754 5,509

1,206

退職被保険者数 17 0 0 0 0

介護２号被保険者数 1,624 1,509 1,378 1,287

（単位：％）

R1 R2 R3 R4 R5

＋2.25 ＋2.15 ＋1.48 ＋1.52 

97.11

区　分

収納率

県内順位（県内15市） 3位 2位 3位 4位

95.74 96.60 96.57 96.49

県平均収納率 93.49 94.45 95.09 94.97
未発表

県平均との差

短期証

R4.2 R4.8 R5.2 R5.8 R6.2R2.4 R2.8 R3.2 R3.8区　分

55 76

R2 順位 R3 順位 R4 順位 R5 順位 R6 順位

所得割(％) 7.80 8位 7.80 8位 7.80 8位 7.80 7位 7.80 8位

均等割(円) 27,000 6位 27,000 6位 27,000 6位 27,000 5位 27,000 6位

平等割(円) 16,000 15位 16,000 15位 16,000 15位 16,000 15位 16,000 15位

所得割(％) 2.60 8位 2.60 8位 2.60 8位 2.60 8位 2.60 10位

均等割(円) 7,000 14位 7,000 15位 7,000 15位 7,000 15位 7,000 15位

平等割(円) 5,000 15位 5,000 15位 5,000 15位 5,000 15位 5,000 15位

所得割(％) 2.20 5位 2.20 5位 2.20 5位 2.20 5位 2.20 6位

均等割(円) 9,100 7位 9,100 7位 9,100 7位 9,100 7位 9,100 8位

平等割(円) 4,600 10位 4,600 10位 4,600 10位 4,600 11位 4,600 11位

後
期
分

介
護
分

区　　　分

医
療
分

－１－



岡山県提供

令和6年7月2日時点の取りまとめ

UP DOWN

所得割
（％）

資産割
（％）

均等割
（円）

平等割
（円）

所得割
（％）

資産割
（％）

均等割
（円）

平等割
（円）

所得割
（％）

資産割
（％）

均等割
（円）

平等割
（円）

R6 8.15% - 28,320 20,880 650,000 2.95% - 10,320 6,960 240,000 2.60% - 10,920 5,280 170,000

R5 7.85% - 27,600 20,880 650,000 2.60% - 8,880 6,960 220,000 2.20% - 9,360 5,280 170,000

差 0.30% - 720 0 0 0.35% - 1,440 0 20,000 0.40% - 1,560 0 0

R6 7.20% - 26,040 21,240 650,000 2.60% - 9,240 6,720 240,000 2.20% - 9,240 5,280 170,000

R6 7.70% - 23,400 16,800 650,000 3.00% - 9,000 6,000 240,000 2.80% - 9,000 4,800 170,000

R6 7.60% - 22,000 21,300 650,000 2.90% - 8,400 7,900 240,000 2.10% - 7,100 5,500 170,000

R5 6.90% - 19,800 21,300 650,000 2.60% - 7,300 7,900 220,000 2.10% - 7,100 5,500 170,000

差 0.70% - 2,200 0 0 0.30% - 1,100 0 20,000 0.00% - 0 0 0

R6 8.80% - 22,800 16,700 650,000 2.60% - 7,700 5,800 240,000 2.10% - 8,500 4,300 170,000

R6 7.60% - 30,300 21,300 650,000 2.30% - 9,200 6,500 240,000 2.00% - 10,200 4,800 170,000

R6 8.40% - 28,000 19,900 650,000 2.50% - 8,500 6,100 240,000 1.90% - 8,400 4,200 170,000

R6 8.30% - 23,600 19,100 650,000 2.90% - 8,300 6,500 240,000 2.20% - 13,700 - 170,000

R6 8.00% - 23,900 18,500 650,000 3.10% - 9,400 7,500 240,000 2.20% - 10,500 5,300 170,000

R6 7.80% - 27,000 16,000 650,000 2.60% - 7,000 5,000 240,000 2.20% - 9,100 4,600 170,000

R6 8.00% - 24,300 17,900 650,000 2.80% - 9,200 6,500 240,000 2.90% - 11,100 6,700 170,000

R6 9.30% - 25,000 25,000 650,000 2.80% - 9,000 8,000 240,000 2.40% - 8,000 7,000 170,000

R5 9.30% - 29,000 29,000 650,000 2.80% - 9,000 8,000 220,000 2.40% - 8,000 7,000 170,000

差 0.00% - ▲ 4,000 ▲ 4,000 0 0.00% - 0 0 20,000 0.00% - 0 0 0

R6 6.80% - 22,000 18,000 650,000 2.50% - 9,500 6,000 240,000 2.30% - 9,000 5,000 170,000

R5 6.00% - 18,000 17,000 650,000 2.20% - 9,500 6,500 220,000 2.10% - 9,500 6,000 170,000

差 0.80% - 4,000 1,000 0 0.30% - 0 ▲ 500 20,000 0.20% - ▲ 500 ▲ 1,000 0

R6 6.60% - 20,600 16,000 650,000 2.70% - 7,500 6,200 240,000 1.90% - 7,500 4,500 170,000

R6 7.50% 36.00% 20,000 18,000 650,000 2.00% 10.00% 6,000 4,000 240,000 0.80% 5.00% 6,000 3,500 170,000

R6 8.02% - 21,800 17,800 650,000 2.91% - 6,800 5,600 240,000 2.45% - 6,700 3,500 170,000

R6 7.60% - 26,000 20,000 650,000 2.40% - 7,000 5,500 240,000 1.60% - 6,500 4,000 170,000

R6 7.40% 10.85% 20,400 17,000 650,000 2.90% 4.30% 7,800 6,000 240,000 2.10% 3.85% 7,600 4,000 170,000

R6 7.00% - 21,000 18,000 650,000 3.10% - 9,000 7,000 240,000 2.20% - 9,000 5,000 170,000

R5 6.60% - 20,000 17,000 650,000 3.10% - 9,000 7,000 220,000 2.20% - 9,000 5,000 170,000

差 0.40% - 1,000 1,000 0 0.00% - 0 0 20,000 0.00% - 0 0 0

R6 7.30% - 23,000 16,000 650,000 2.60% - 9,000 6,000 240,000 1.90% - 7,700 3,800 170,000

R5 5.80% - 19,000 13,000 650,000 2.50% - 9,000 6,000 220,000 1.90% - 7,700 3,800 170,000

差 1.50% - 4,000 3,000 0 0.10% - 0 0 20,000 0.00% - 0 0 0

R6 5.50% 29.60% 19,600 13,300 650,000 2.30% 12.30% 8,200 5,600 240,000 1.70% 13.20% 8,300 4,200 170,000

R6 9.05% - 27,213 23,167 650,000 3.19% - 10,457 8,021 240,000 2.49% - 10,713 7,031 170,000

R5 7.60% - 23,500 20,500 650,000 2.50% - 8,400 6,600 220,000 2.00% - 9,000 6,000 170,000

差 1.45% - 3,713 2,667 0 0.69% - 2,057 1,421 20,000 0.49% - 1,713 1,031 0

R6 8.10% - 23,000 21,000 650,000 2.60% - 7,900 6,000 240,000 1.70% - 7,800 5,500 170,000

R6 7.10% 16.60% 27,000 20,400 650,000 2.00% 4.30% 7,800 6,000 240,000 1.80% 4.50% 9,400 5,200 170,000

R6 7.70% - 20,400 15,500 650,000 2.90% - 7,700 5,500 240,000 1.90% - 7,400 3,800 170,000

R6 7.40% - 24,000 18,000 650,000 2.70% - 8,400 5,700 240,000 2.80% - 7,800 4,200 170,000

R6 7.10% - 25,600 19,800 650,000 2.60% - 9,000 6,800 240,000 2.20% - 8,400 5,200 170,000

津山市

令和６年度　国民健康保険料（税）の税率等

保険者名
区
分

医療給付費分 後期高齢者支援金等分 介護納付金分

保 険 料 （ 税 ） 率 賦課
限度額
（円）

保 険 料 （ 税 ） 率 賦課
限度額
（円）

保 険 料 （ 税 ） 率 賦課
限度額
（円）

岡山市

倉敷市

新庄村

玉野市

笠岡市

井原市

備前市

総社市

高梁市

新見市

和気町

早島町

里庄町

矢掛町

浅口市

勝央町

奈義町

美作市

西粟倉村

久米南町

吉備中央町

瀬戸内市

赤磐市

真庭市

鏡野町

美咲町

－２－



● 一人当たり医療費の推移（R1～R5）

R1 R2 R3 R4 R5速報値

461,257 485,553 494,129 487,742 538,134

4位 1位 2位 3位

431,233 423,180 443,618 452,402

（注） 一人当たり年間医療費＝医療費総額÷被保険者総数（年度平均）　

● 財政調整基金運用状況

県平均医療費／1人
未発表

（単位：円）

（単位：円）

区　　　分

本市国保　医療費／1人

県内順位（県内15市）

461,257 

485,553 
494,129 487,742 

538,134 

431,233 
423,180 

443,618 
452,402 

400,000

420,000

440,000

460,000

480,000

500,000

520,000

540,000

560,000

R1 R2 R3 R4 R5速報値

本市国保 医療費／1人 県平均医療費／1人

（単位：円）

R6.3.27 ▲ 118,147,000 国保特別会計（事業勘定）へ繰り出し（R4：12,324千円）

収支日 収支予定額 内　容　等

R5.4.1 604,303,281 令和５年４月１日現在残高

令和６年３月末残高

R6.3.25 34,185 定期預金利息の入金（国保特会で収入、基金へ支出）

R6.3.27 43,919,300 国保特別会計（事業勘定）から繰り入れ（R4繰越金）

計 530,109,766

－３－



（単位：円）

令和５年度（A） 令和４年度（B） 増減（A－B） 備　考

488,018,058 526,311,072 ▲ 38,293,014

現年度分保険税 465,405,471 504,275,558 ▲ 38,870,087 収納率 R4：96.49％　R5：97.11％

滞納繰越保険税 22,612,587 22,035,514 577,073 収納率 R4：31.10％　R5：34.68％

132,000 0 132,000
マイナ保険証周知経費分及び出産育児一
時金増額による補助金

2,454,460,152 2,352,739,113 101,721,039
普通・特別交付金等　医療費増加に伴う
増

398,001,153 319,652,082 78,349,071 基盤安定、財政安定化、診療所運営費等

他会計繰入金 262,269,585 287,235,240 ▲ 24,965,655 法定外繰入：なし（△２千万円）

基金繰入金 118,147,000 12,324,000 105,823,000 １２月補正時：100,889千円
　３月補正時：118,147千円

直診勘定繰入金 17,584,568 20,092,842 ▲ 2,508,274 R4直診勘定繰越金精算分

43,919,300 54,463,656 ▲ 10,544,356 R4事業勘定繰越金→基金へ積立

5,139,705 8,151,264 ▲ 3,011,559

3,541,476 3,089,179 452,297 実績による

25,865 4,058,852 ▲ 4,032,987 実績による

1,524,653 450,536 1,074,117 実績による

47,711 552,697 ▲ 504,986
高齢者の保健事業と介護予防等の一体的
な実施事業委託金

241,835 233,396 8,439

使用料及び手数料 207,650 199,490 8,160 督促手数料

財産収入 34,185 33,906 279 基金利子

3,389,912,203 3,261,550,583 128,361,620

（単位：円）

令和５年度（A） 令和４年度（B） 増減（A－B） 備　考

2,409,117,793 2,302,123,808 106,993,985

2,396,469,803 2,293,142,838 103,326,965 療養給付費等　医療費増加に伴う増

0 0 0 退職被保険者0人

12,647,990 8,980,970 3,667,020 審査支払手数料、出産育児諸費、葬祭諸費

751,499,412 710,390,067 41,109,345 県算定額

532,237,610 504,472,480 27,765,130

174,916,002 158,720,287 16,195,715

44,345,800 47,197,300 ▲ 2,851,500

58 27 31 退職者医療該当者把握のための経費

15,994,034 14,232,445 1,761,589 一般管理費、連合会負担金等

40,566,200 40,763,235 ▲ 197,035 保健衛生普及費、特定健康診査等事業費

43,953,485 42,180,562 1,772,923 繰越金＋基金利子分を積立

101,263,656 107,941,139 ▲ 6,677,483

3,298,700 1,789,400 1,509,300 実績による

5,373,388 3,994,705 1,378,683 R4県普通交付金、国調交分等

92,591,568 102,157,034 ▲ 9,565,466
診療所運営費、直診勘定繰越金精算分
等

0 0 0

0 0 0

3,362,394,638 3,217,631,283 144,763,355

27,517,565 43,919,300 ▲ 16,401,735

27,517,565

【報告事項】②令和５年度新見市国民健康保険特別会計（事業勘定）決算（見込）について

【歳入】

区　分

国民健康保険税

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

被保険者延滞金

被保険者第三者納付金

その他

その他

被保険者返納金

合　計

【歳出】
区　分

保険給付費

その他

国保事業費納付金

医療給付費分

後期高齢者支援金等分

一般被保険者分

県内の一人当たり保険給付費の増、前期
高齢者交付金等の国からの公費の減によ
る増

共同事業拠出金

総務費

保健事業費

基金積立金

介護納付金分

諸支出金

還付金・還付加算金

繰出金

公債費（一時借入金利子）

予備費

合　計

歳入歳出差引残額

基金積立予定額

国庫支出金

償還金

退職被保険者分

－４－



（単位：千円）

令和６年度（A） 令和５年度（B） 増減（A－B） 備　考

450,343 486,824 ▲ 36,481

現年度分保険税 431,773 467,974 ▲ 36,201 被保険者数減による

滞納繰越保険税 18,570 18,850 ▲ 280 一般・退職被保険者滞納分

2,382,936 2,358,829 24,107 保険給付費増見込による普通交付金
の増など

371,026 362,967 8,059

他会計繰入金 273,202 267,440 5,762 国保事業分減、直診勘定分増

基金繰入金 97,824 95,527 2,297 保険税収入不足見込分

1 1 0
R5事業勘定繰越金を計上
→基金へ積立

3,175 3,129 46

2,003 2,003 0

501 501 0

101 101 0

570 524 46

300 300 0

使用料及び手数料 200 200 0

財産収入 100 100 0

3,207,781 3,212,050 ▲ 4,269

（単位：千円）

令和６年度（A） 令和５年度（B） 増減（A－B） 備　考

2,336,832 2,314,897 21,935

2,323,008 2,300,355 22,653 療養給付費等の増

13,824 14,542 ▲ 718 審査支払手数料の減

703,930 751,502 ▲ 47,572 一人当たりの納付金増

493,823 532,239 ▲ 38,416 R4退職納付金精算分323千円含む

169,897 174,917 ▲ 5,020 被保険者数の減

40,210 44,346 ▲ 4,136 被保険者数の減

0 3 ▲ 3

17,462 17,556 ▲ 94

46,658 46,708 ▲ 50

100 100 0 R5繰越金+基金利子分を積立

92,799 71,284 21,515

3,590 3,290 300 社保適用拡大に伴う還付金の増

89,208 67,993 21,215 診療所運営費、施設整備基金分

1 1 0

10,000 10,000 0 財源：基金繰入金

3,207,781 3,212,050 ▲ 4,269

【報告事項】③令和６年度新見市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算について
　　　　　　　　　
【歳入】

区　分

被保険者返納金

国民健康保険税

県支出金

繰入金

繰越金

諸収入

被保険者延滞金

被保険者第三者納付金

その他

その他

介護納付金分

合　計

【歳出】

区　分

保険給付費

一般被保険者分

その他

国保事業費納付金

医療給付費分

後期高齢者支援金等分

合　計

共同事業拠出金

総務費

保健事業費

基金積立金

諸支出金

還付金・還付加算金

繰出金

公債費（一時借入金利子）

予備費

－５－





【報告事項】

④令和６年度新見市国民健康保険保健事業について

①特定健康診査

[令和６年度事業計画]

１．受診勧奨（健診受診の意識啓発）
（１）【新規】商工会やＪＡ等と連携した勧奨
（２）市ホームページやＳＮＳ等のメディアを

活用した勧奨
（３）愛育委員や地域運営組織と連携した勧奨
（４）新規国保加入者への勧奨
（５）ケーブルテレビや地元新聞等メディアの活用

２．未受診者への受診勧奨
（１）未受診者への再勧奨通知の送付
（２）情報提供依頼通知の送付

３．受診しやすい健診体制の整備
（１）集団健診の休日及び夜間健診の実施
（２）40～49歳無料クーポン券の送付
（３）研修会の開催

年 度 Ｒ５ Ｒ６
目標値

特定健診受診率
（法定報告値）

4343％
（実績値） 4840％

40〜49歳の
受診率 2640％ 2540％

新規受診者数 420人 600人

情報提供者数 250人 250人

[目的]
メタボリックシンドローム及びそれに伴う各種生活習慣病の予防を目指した特定健康診査
を進めるため、広報、受診勧奨、再勧奨等の取り組みを行うことで、特定健康診査の受診
率の向上を図る。

≪目標値≫

【報告事項】

②特定保健指導

[令和６年度事業計画]

１．保健指導利用勧奨
（１）利用券及び利用案内の送付
（２）訪問や電話による利用勧奨の実施

２．個別指導・集団指導
（１）【新規】集団指導の外部委託の実施
（２）既存事業

（健康増進施設で実施している事業）を
活用した保健指導の実施

３．受診しやすい健診体制の整備
（１）集団健診の休日及び夜間健診の実施
（２）40～49歳無料クーポン券の送付
（３）研修会の開催

年 度 Ｒ５
Ｒ６
目標値

特定保健指導実施
率（法定報告値）

30.8％
（実績値）

28.0％

メタボ該当者率 19.8％ 23.0％

特定保健指導対象
者の減少率

－ 23.0％

保健指導利用者数 57人 －

[目的]
特定保健指導対象者に対して、特定保健指導を行い終了率を向上させることでメタボリッ
クシンドローム該当者を減少させる。

≪目標値≫

④令和６年度新見市国民健康保険保健事業について

shimin039
テキストボックス
－６－



【報告事項】

④令和６年度新見市国民健康保険保健事業について

③糖尿病性腎症重症化予防

[令和６年度事業計画]

１．受診勧奨
（１）受診勧奨通知の送付
（２）受診勧奨訪問の実施

２．保健指導
（１）主治医と連携した保健指導の実施

（実施期間６か月）

３．治療中断者受診勧奨
（１）受診勧奨通知の送付
（２）受診勧奨訪問の実施

年 度 Ｒ５
Ｒ６
目標値

要医療者受診勧奨後の
受診率(%)・数(人)

50.0％
3/6人

28.0％

治療中断者受診勧奨後の
受診率(%)・数(人)

25.0％
2/8人

23.0％

保健指導利用者の
維持・改善率(%)・数(人)

100％
2/2人

23.0％

保健指導利用率(%)
数(人)

19.2％
6/31人

－

[目的]
糖尿病性腎症の悪化及び進行の可能性がある者に対して、医療機関への受診勧奨や保健指
導を行い糖尿病性腎症の重症化を予防する。

≪目標値≫

【報告事項】

④令和６年度新見市国民健康保険保健事業について

④生活習慣病重症化予防

[令和６年度事業計画]

（１）【新規】勧奨後の受診状況の確認
（２）電話及び訪問による勧奨
（３）対象者抽出基準の見直し

年 度 Ｒ５
Ｒ６
目標値

受診勧奨後の
医療機関受診率(%)･数(人)
（評価対象A、B）

－ 20.0％

訪問や電話による
受診勧奨率(%)･数(人)
（評価対象A、B）

78.5％
11/14人

100％

[目的]
特定健康診査の結果が受診判定値以上となった者に対して、受診勧奨を行い医療機関への
受診につなぎ、高血圧や糖尿病等の生活習慣病の重症化を予防する。

≪目標値≫

（参考）
評価対象(A､B､C､D､E)
（＊A〜Eは血圧、血糖、腎機能の組合せによる
受診勧奨の優先順位）

令和５年度受診勧奨率 6447％
受診勧奨者数 158/244人

shimin039
テキストボックス
－７－



【報告事項】

④令和６年度新見市国民健康保険保健事業について

⑤適正受診・適正服薬

[令和６年度事業計画]

１．後発医薬品の利用促進
（１）差額通知の送付

（削減基準額が100円以上）
（２）ジェネリック医薬品希望シールを配布

（被保険者証更新時、国保加入時）

２．重複・頻回受診者への保健指導
（１）訪問等での健康相談を実施
（２）お薬手帳、ポリファーマシー、

リフィル処方箋の普及啓発

３．医療費通知
（１）対象者に対して年２回通知する。

年 度 Ｒ５
Ｒ６
目標値

後発医薬品普及率
（数量）

82.8％
（R6.3月調剤分）

80.0％

重複・頻回受診者
指導率（％）
数（人）

100％
44/44人

100％

医療費通知数
（通）

13,447通 －

差額通知数（通） 510通 －

[目的]
重複受診、頻回受診、重複服薬、多剤投与についての通知や保健指導を行うことで、不適
正と考えられる受診・服薬を減少させるとともに、後発医薬品の利用率を高めることで、
被保険者の負担軽減、医療費の適正化を推進する。

≪目標値≫

shimin039
テキストボックス
－８－



【報告事項】④令和 6 年度新見市国民健康保険保健事業 令和５年度新見市国民健康保険保健事業評価について （資料１） 
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●健康課題に対応した保健事業計画 

 事
業
名 

目的 目標 計画 

評価指標 

評価 事業実施量評価 

（アウトプット） 

結果評価 

（アウトカム） 

健
康
意
識
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム 

健
康
情
報
の
発
信 

健康意識を高

めるため、専

門家による健

康情報を発信

する 

特定健診にお

いて生活習慣

改善意欲ある

人の割合 

30.0％ 

【情報発信】 

①糖尿病予防月間に合わせて、糖

尿病啓発事業を実施し、糖尿病

予防に対する啓発を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②市報 11 月号に糖尿病に関する

記事を掲載する。 

 

 

③糖尿病予防に関する内容をケー

ブルテレビで放送する。 

 

 

④新見市の診療所において健康教

育・健康相談を実施する。 

 

 

⑤健康づくり連絡会（おとな部

会）と連携して、糖尿病対策を

検討し実施する。 

 

糖尿病月間（11 月）に合わせて①～③

を実施。 

①-1 市役所本庁舎、南庁舎、まなび

の森新見図書館、まなび広場ギャラ

リー、NIU新見駅西サテライトへ、

間食の摂り方や塩分、野菜の摂取目

標量等について啓発資材を展示。 

 

①-2市役所本庁舎、まなび広場ギャ

ラリー、親子孫水車、太田病院、

協力企業３社が、ブルーライトア

ップを実施。 

 

①-3 世界糖尿病デー（11月14日）に

商業施設において街頭啓発活動を

実施。 

 

①-4 市内の企業（１社）の社員食堂

に糖尿病の啓発ポップを展示。 

 

②糖尿病予防に関する記事を、糖尿病

専門医の協力を得て市報11月号へ掲

載。 

 

③糖尿病予防のための番組を糖尿病専門

医の協力を得て撮影し、ケーブルテレ

ビで放送した。 

 

④令和６年１月、千屋診療所において 

実施（参加者 18 人）。 

 

 

⑤啓発資材の展示やブルーライトアッ 

プ、生活習慣病予防講座の開催など

を連携して実施した。 

 

 

 

 

  

①特定健診における、生活習慣病の改善に意欲の

ある人の割合（KDB 地域の全体像の把握より」 

 

年度 割合（％） 

Ｒ５ 29.0 

Ｒ４ 28.1 

Ｒ３ 28.9 

＊年度末集計 

 

 

・新見市糖尿病対策連絡会や新見市健

康づくり連絡会 おとな部会と連携し

て普及啓発事業を実施することができ

た。 

また、糖尿病に関する普及啓発を継

続して実施しているため、協力機関も

増えつつあり、活動は普及している。 

 

生活習慣の改善意欲がある者の割合

は低いため、引き続きメディア等を活

用して健康情報を発信し、意識づけを

行う。 
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事
業
名 

目的 評価指標 

評価 
目的 目標 計画 

事業実施量評価 

（アウトプット） 

結果評価 

（アウトカム） 

健
康
意
識
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム 

健
康
意
識
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム 

特
定
健
診
受
診
勧
奨 

特定健診の

効果、健診

内容を周知

し、特定健

診受診率の

向上を図る 

 

 

特定健診受診

率 

40.0％ 

   

特定健診 40

代受診率 

26.0％ 

 

【国保加入時の受診勧奨】 

①国保加入手続きの際に、特定健

診受診勧奨チラシの配布及び健

診受診の声掛けを実施する。               

 

 

 

 

 

 

【受診勧奨活動】 

①受診勧奨ハガキ（往復はがき）

及び特定健診情報提供利用勧奨通

知を各 1回ずつ送付する。 

 

②ケーブルテレビ等のメディアを

活用した受診勧奨を行う。 

 

 

 

①-1 市民課、各支局・各市民センター

において、チラシを配布。 

 

①-2 新規の国保加入者に対して、特定

健診受診券や無料クーポン券、受診

勧奨チラシを送付し受診勧奨を実

施。 

 

 

 

 

①受診勧奨ハガキを 12 月に送付した。 

報復ハガキを使用し、返信用ハガキで

今後の受診予定や受診しない理由等

について把握した。 

ハガキ 送付数 返信数 

40～59

歳 

男性  355 34 

女性  240 33 

60～74

歳 

男性 1,067 269 

女性 1,035 290 

計 2,697 626 

 返信率 23.3％ 

・ハガキ送付後の受診率 6.1％（165 人） 

 ハガキ送付後の受診率は男性の方が

わずかに高い。 

・未受診理由は年代や性差があった。 

共通の回答としては、「通院中のため

受診しない」が最も多かった。 

 

②-1 総合検診の開始時期に合わせて、

ケーブルテレビで特定健診の受診を

愛育委員が呼び掛けた。 

 

②-2 地元新聞に受診勧奨に関する記事

を掲載した。（Ｒ５年５月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特定健診受診者数・受診率 

 年度 Ｒ５ Ｒ４ 対前年増減 

対象者数（人） 

受診者（人） 

受診率（％） 

4,729 

2,048 

43.3 

4,189 

1,951 

46.6 

540 

 97 

△3.3 

うち 40 歳代  

受診者数（人） 

  受診率（％） 

対象者数（人） 

 

71 

26.0 

273 

 

70 

20.1 

348 

 

1 

5.9 

△75 

＊対象者：受診券発送者数（５月末時点） 

＊受診率：法定報告値。ただし、令和５年度につ

いては実績値。 

 

 

昨年度と比較すると受診率は約 3％程

度低下した。 

40 歳代の受診者数は令和４年度とほ

ぼ同数であるが、対象者数が減少した

ため受診率は向上した。 

 

 

 

 

 

アンケート回収率は約 23％であり、

60～74 歳の女性からの返信が最も多か

った。 

未受診理由は、「通院中のため受診

しない」が最も多かったため、治療中

者への受診勧奨や特定健診情報提供依

頼の実施方法を改善して実施する。 
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 事
業
名 

目的 評価指標 

評価 
目的 目標 計画 

事業実施量評価 

（アウトプット） 

結果評価 

（アウトカム） 

健
康
意
識
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム 

人
間
ド
ッ
ク
実
施 

特定健診

を、人間ド

ック形式の

受診に換

え、疾病の

早期発見に

よる被保険

者の QOL の

向上と医療

費の削減を

目指す 

人間ドック受

診率 

20.0％ 

 

①人間ドックの予約期間を一部延

期し、受診を促す。 

 

②人間ドックの健診結果の提供に

ついて、ホームページ等を活用し

て広報を行う。 

①市内の１医療機関において、健診期間

終了まで受付を可能とした。 

 

②チラシやホームページに加え、新見ま

ちナビに掲載し周知を図った。 

 

人間ドック（短期）申込み者数及び受診者数（人） 

＊当該年度末時点において集計 

 

 
 

年度 予約者数 対象者数 予約者割合 

Ｒ５ 923 4,729 19.5％ 

Ｒ４ 915 5,095 18.0％ 

Ｒ３ 981 5,109 19.2％ 

Ｒ２ 885 5,140 17.2％ 

①人間ドック（短期）受診率、受診者数 

年度 受診率

（％） 

受診者数 

（人） 

Ｒ５ 18.5 879 

Ｒ４ 18.1 878 

Ｒ３ 17.6 865 

＊対象者：受診券発送者（５月末時点） 

＊受診率：当該年度末時点において集計 

 

①人間ドック（短期）の予約者数、予約

者割合は増加し、受診率は前年度並み

であった。 

 引き続き、受診者数の増加に向けて

対策を検討する必要がある。 

  

特
定
健
診
未
受
診
者
の 

受
診
勧
奨 

特定健診未

受診者に働

きかけ、特

定健診受診

率の向上を

図る 

再勧奨後受診

率 

12.0％ 

【個別通知勧奨】 

①受診勧奨ハガキ（往復はがき）

及び特定健診情報提供利用勧奨通

知を各 1回ずつ送付する。 

 

②ケーブルテレビ等のメディアを

活用した受診勧奨を行う。 

①-1 受診勧奨ハガキを 12 月に送付。 

 勧奨ハガキには受診券番号を記載し、

受診券の再発行をせず受診できるよ

う改善した。また、未受診の理由等に

ついて把握できるように往復ハガキ

を用いて作成した。 

 

①-2 特定健診未受診者の内、生活習慣

病の治療中の者 1,222 人に対して特

定健診情報提供の依頼を実施した。 

 

①再勧奨後受診者数及び受診率 

  

 

 

 

 

 

 

 

①-2 特定健診情報提供通知送付数及び提供者数 

 

 

 

（特定健診情報提供者数：R5 年度 250 人） 

 送付者数 受診者数 受診率 

40-69 男性 355 人 25 人 7.0％ 

40-69 女性 240 人 14 人 5.8％ 

70-74 男性 1,092 人 48 人 4.4％ 

70-74 女性 1,062 人 44 人 4.1 

計 2,749 人 131 人 4.7％ 

年度 送付者数 提供者数 提供率 

Ｒ５ 1,222 人 219 人 17.9％ 

①受診勧奨ハガキに受診券番号を記載

したことで、受診しやすい体制を整え

ることができた。 

再勧奨後の受診率は目標を達成する

ことができなかったため、受診勧奨の

実施時期や送付物の見直しを行う。 

 

 

 

地
域
包
括
ケ
ア
の
取
組 

 
 
 
 
 

地
域
で
市
民
の
健
康
を
応

援
す
る
連
携
の
促
進 

市の医療

費・健診結

果から見え

る健康課題

や改善のた

めの取組の

情報発信 

 【新見地域医療ネットワーク】 

①健康課題等の情報提供を行う。     

 

 

【医療・介護多職種連携会議】 

①医療・介護多職種連携会議へ参

画し、多職種と連携を図る。 

 

①会議に出席し、情報交換を実施した。 

 

 

 

①多職種連携研修会の開催に協力した。

テーマ「医科歯科連携（糖尿病と歯周

病）」Ｒ６年１月 23 日開催）。 

 

 

 

 

①糖尿病に対する関心が高まってお

り、新見医師会や新見歯科医師会等と

連携して普及啓発事業を実施すること

ができた。 

 今後も継続した取組みが実施できる

ように連携を図る。 
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 事
業
名 

目的 評価指標 

評価 
目的 目標 計画 

事業実施量評価 

（アウトプット） 

結果評価 

（アウトカム） 

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防 

糖
尿
病
重
症
化
予
防 

未治療者の医

療機関への接

続及び糖尿病

の知識や血糖

管理について

の保健指導を

行い、糖尿病

重症化を防ぐ 

保健指導参加

率 

60.0％ 

 

 

 

訪問後受診率  

50.0％ 

 

 

 

 

セミナー参加

率 

30.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医科・歯科と

連携した保健

指導の体制整

備 

③主治医と連携して、糖尿病性腎

症保健指導対象者に対して保健

指導を実施する。 

 

 

 

④国保連から提供される治療中断

者に対して、健康医療課と連携

して訪問等により受診勧奨を行

う。 

 

 

【糖尿病性腎症重症化予防セミナー】 

⑤糖尿病性腎症重症化予防事業対

象者及び一般市民を対象に、糖尿

病及び糖尿病性腎症の重症化予防

に関するセミナーを、年度内に１

回開催する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥糖尿病予防対策を健康づくり連

絡会と連携して実施する。 

 

 

 

 

 

【糖尿病個別栄養指導】 

⑦医科・歯科と連携した個別栄養

指導の実施体制を整え、医療機関

へ周知する。 

 

 

 

③糖尿病性腎症保健指導利用勧奨数 

 Ｒ５年度 31 人 

 

 

 

 

④糖尿病治療中断者受診勧奨数 

 ９人 

 

 

 

 

 

⑤生活習慣病予防講座として実施 

令和５年 11 月 25 日（土）開催 

内容：テーマ「糖尿病と脂肪肝」 

 

（講話） 

・太田病院 太田院長（糖尿病専門医） 

・新見中央病院 副院長 津崎医師 

（体験） 

  ①血糖測定 

  ②エコー検査（頸動脈） 

③お口の健康チェック 

④栄養バランスチェック 

⑤運動ワンポイントアドバイス 

⑥試食・試飲コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦糖尿病と歯周病の関係性について、

生活習慣病予防講座や多職種連携人材

育成研修会において講話を実施。 

③保健指導利用参加率  

 Ｒ５年度 利用者数 6 人 

参加率  19.3％ 

 （Ｒ６年３月末集計） 

 

 

④勧奨後受診率 

 Ｒ５年度 受診者数 2 人（22.2％） 

（Ｒ６年３月末集計） 

 

 

 

⑤生活習慣病予防講座 

 参加者数：60 人（うち一般 51 人） 

 参 加 率：22.5％（9人／40 人） 

 参加者の感想 

 ・「食事の内容を改善しようと思う。」 

・「タンパク質をしっかり摂るようにする。」 

・「食事と運動に気を付けて生活をする。」 

 ・「筋肉をつける。」 

・「歯をしっかり磨く。」 

⑤新見市糖尿病対策連絡会及び新見市

健康づくり連絡会おとな部会とで連携

して、糖尿病と脂肪肝をテーマに生活

習慣病予防講座を開催した。 

・講座内容を、講話と体験できる内容を

加えたことにより関心が高まり、申込

者が増加した。 

・糖尿病性腎症重症化予防事業対象者

のうち９名が参加し、参加率は向上し

た。 

・アンケート結果から、参加者はそれぞ

れ今後取り組むべきことを具体的に見

つけることができており、有意義な講

座になっていた。40～50 歳代の参加者

の増加を図るため、実施方法等の検討

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥健康づくり連絡会において、糖尿病

に関する情報を提供し、協議を行うこ

とで効果的な啓発活動が実施できてい

る。今後も継続して実施する。 

 

 

 

 

⑦医科・歯科連携については、県下で

取組みが進められてきていることか

ら、個々のケースに応じて対応するこ

ととする。 
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 事
業
名 

目的 評価指標 

評価 
目的 目標 計画 

事業実施量評価 

（アウトプット） 

結果評価 

（アウトカム） 

 

高
血
圧
予
防 

高血圧症予防

及び高血圧症

重症化予防 

血圧有所見者

の割合の減少

（特定健診結

果より） 

【高血圧症重症化予防及び高血

圧症予防の取組】 

①特定健診結果で収縮期血圧 160

以上または拡張期血圧 100 以

上で服薬していない者を対象

に受診勧奨訪問を行う。 

②家庭血圧の重要性や正しい血

圧の測り方等を健康教室等で

伝える。 

③働く世代へ高血圧、高血糖予

防が大切だということ、要注意

の数値（基準）を伝える。 

①受診勧奨訪問数 

訪問数：17 人（対象者 21 人） 

 

 

②健康教室参加者数 

参加者数：293 人 

 

 ①保健師が訪問し、受診勧奨及び保健

指導を実施した。その後、受診に繋がっ

た者もいた。 

 

②おでかけ健康教室で、家庭血圧の重

要性や正しい血圧の測り方等を伝え

た。 

 

③衛生管理講習会で、血圧や血糖の要

注意の数値（基準）や高血圧や高血糖予

防について伝えた。 

包括連携協定を締結した企業（生命保

険会社２社）から顧客に高血圧・高血糖

予防のチラシを配布してもらった。

様々な機会を通して周知ができた。 

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防 

運
動
習
慣
づ
く
り 

運動習慣定着

に向けた運動

のきっかけづ

くり 

  

運動習慣のあ

る人の割合の

増加（特定健

診問診項目よ

り） 

 

【運動習慣定着化への取組】 

①企業や各種団体等と連携し、

若い世代から運動習慣の定着

が図れるよう働きかける。 

 

②正しいラジオ体操を学ぶため、

ラジオ体操講習会を実施する。（R

５年度は哲多地域で実施予定） 

 

③おでかけ健康教室において、運

動習慣のきっかけづくりや定着

に向けた動機付けとして、「にい

み健康ウオーキング」を実施す

る。 

 

①健活企業事業所訪問数 

 訪問数：15 事業所 

 

 

②ラジオ体操講習会参加者数 

 参加者数：56 人 

 

 

③健康教室（運動コース）参加者数 

参加者数：1,757 人 

・運動習慣がある人の割合（「KDB 地域の全体像の

把握」より） 

年度 
運動習慣の 

ある者の割合（％） 

Ｒ５ 36.1 

Ｒ４ 36.6 

Ｒ３ 34.8 

＊年度末集計 

 

①市内の事業所のうち、15 事業所を訪

問し、働く世代対象の健康増進事業に

ついて情報提供を行った。その後、おで

かけ健康教室の利用に繋がり、運動指

導を実施できた。 

 

②10 月 29 日に哲多地域でラジオ体操

講習会を実施し、56 人の参加があった。

「今まで自己流でしていたが、正しい

ラジオ体操の方法を丁寧に教えてもら

えてよかった」「習った方法で自宅でも

続けたい」などの声が聞かれ、好評だっ

た。 

 

③運動習慣の定着に向けておでかけ健

康教室で、にいみ健康ウオーキングや

健康体操などを行った。 

運動習慣のきっかけづくりとして、

健康づくり連絡会高齢者部会が、運動

チャレンジカレンダーを公民館やサロ

ンなどで配布した。 

禁
煙
・
分
煙
の 

推
進 

禁煙・分煙を

推進し、タバ

コの害から健

康を守る意識

を高める 

喫煙率の減少 

（特定健診問

診項目より） 

 

【禁煙の普及啓発】 

①世界禁煙デー、禁煙週間に合

わせて、禁煙・分煙の啓発活動

を実施する。（南庁舎での掲示な

ど） 

 

②市内事業所における禁煙教室

の実施。                                                                           

 

①市役所南庁舎や共生高校で、喫煙や

受動喫煙に関するポスターや肺がんモ

デルを展示した。 

 

 

②禁煙教室開催数、参加者数 

 開催数：1 事業所 

 参加者数：10 人 

・喫煙率(「KDB 地域の全体像の把握」より） 

年度 喫煙率（％） 

Ｒ５ 10.3 

Ｒ４ 10.3 

Ｒ３ 10.3 

＊年度末集計 

 

①市役所南庁舎や共生高校で、喫煙や

受動喫煙に関するポスターや肺がんモ

デルを展示し、啓発活動を行った。 

 

②市内の事業所と連携し、従業員に

向けて禁煙に関する健康教育を実施し

た。 
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●法定事業及び医療費適正化対策事業計画 

 事
業
名 

目的 評価指標 

評価 
目的 目標 計画 

事業実施量評価 

（アウトプット） 

結果評価 

（アウトカム）   

高
齢
者
医
療
確
保
法･

保
健
事
業 

特
定
健
診 

内臓脂肪型肥

満に着目した

生活習慣病予

防の保健指導

者抽出 

特定健診受診

率 

40.0％    

 

 

特定保健指導 

対象者割合 

9.0％ 

①特定健診実施機関との情報交換

を行う。   

 

②医療機関への啓発及び健診未受

診者に対して特定健診情報提供の

利用勧奨を行う。 

 

③人間ドックの受付期間を延長

（市内の１医療機関のみ）し、

受診の機会を確保する。 

①Ｒ６年３月頃、医療機関との情報交

換を実施予定。 

 

②特定健診の情報提供依頼を医療機

関へ実施。 

 

 

③人間ドック受付期間後の申し込み

を１医療機関で可能とした。 

 

 

④特定保健指導対象者割合 

年度 

特定保健指導 

対象者割合

（％） 

特定保健指導 

対象者数（人） 

Ｒ５ 9.0 185 

Ｒ４ 9.4 204 

Ｒ３ 12.2 218 

＊当該年度末時点 

・特定健診受診率（％） 

＊対象者は当該年度の５月末時点において受診券

を発送した者 

 年度 Ｒ５ Ｒ４ 

対象者数（人） 

受診者（人） 

受診率（％） 

4,729 

2,048 

43.3 

4,189 

1,951 

46.6 

＊対象者：受診券発送者（５月末時点） 

＊受診率：法定報告値。ただし、令和５年度につ

いては実績値。 

 

 

②岡山県特定健診情報提供事業 

特定健診データ提供件数 

年度 件数 

Ｒ５ 250 

Ｒ４ 213 

Ｒ３  1 

＊当該年度末時点の集計 

・前年度受診率と比較すると約 3％程

度低下した。引き続き目標達成に向け

て積極的に受診勧奨を実施する。 

 

 

③人間ドック申込み期間後に、人間ドッ

クの予約が可能となったことで健診受

診の機会を確保することができた。 

 

 

④特定保健指導の対象者割合が増加し

た。今後も対象者に対して利用勧奨を実

施する。 

特
定
保
健
指
導 

特定保健指導

を実施し、生

活習慣病予防

のために生活

習慣改善（行

動変容）を促

す 

 

特定保健指導

終了率 

25.0％ 

 

行動変容率  

50.0％ 

①特定保健指導の実施方法につい

て見直しを行う。 

 

①Ｒ５年９月、特定保健指導実施機関

と 

実施方法等について情報交換を実

施。 

 

②集団検診会場において、健診当日に

把握できるデータから、特定保健指

導に該当すると思われる受診者に、

保健指導の面接を実施し、利用につ

なげた。 

（実施日数２日、利用者数３／６人） 

 

③健康増進施設と情報交換を行い、既

存事業「生き生き健康アップ支援事

業（げんき版）」を活用した特定保健

指導を実施し利用機会を増やして

いる。 

 

④特定保健指導利用券発行者数 

令和 5年度 185 人 

 

⑤特定保健指導利用者数 

令和 5年度 54 人 

・特定保健指導終了率 

年度 終了率（％） 終了者数（人） 

Ｒ５ 29.1 54 

Ｒ４ 25.7 48 

Ｒ３ 16.6 35 

＊法定報告値。ただし、令和５年度については実

績値。 

 

・特定保健指導の利用者数は増加し

た。更なる利用率向上に向けて、利用

勧奨や指導方法等について検討を行

う。 
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 事
業
名 

目的 評価指標 

中間評価 
目的 目標 計画 

事業実施量評価 

（アウトプット） 

結果評価 

（アウトカム） 

医
療
費
適
正
化
対
策
事
業 

後
発
医
薬
品
の 

利
用
促
進 

後発医薬品に

切り換えた場

合のメリット

を伝え、利用

促進を図る 

 

後発医薬品 

普及率 

数量 80.0％ 

①差額通知を年 3回送付す

る。 

（削減基準金額や送付物の見

直しを行う。） 

 

①差額通知送付数（年３回送付） 

年度 送付数（通） 

Ｒ５ 510 

Ｒ４ 545 

Ｒ３ 508 

＊当該年度末時点 

 

①普及率(削減不可分を除く) 

(数量)          

年度 割合（％） 

Ｒ５ 83.6 

Ｒ４ 82.7 

Ｒ３ 80.4 

＊当該年度 1月時点 

・ジェネリック医薬品の普及率は継続

して目標を達成できている。普及率が

高まるにつれて、差額通知送付数は減

少しているため、今後も送付対象者等

の見直しを行い、利用啓発を実施す

る。 

医
療
費 

通
知 

受療した医療

費の総額を対

象者に確認し

てもらい、適

正な受診等に

役立ててもら

う 

1 人当たりの

年額医療費を

県と比較して

100％に近づ

ける 

①医療費通知を年 4回送付す

る。（被保険者が自身の医療費

に関心を持ち、適切に受診で

きるように働きかける。） 

①医療費通知送付数（年 4回送付） 

年度 送付数（通） 

Ｒ５ 13,447 

Ｒ４ 13,865 

Ｒ３ 14,247 

＊当該年度末時点 

 

①一人当たり医療費（県を 100％として） 

 

 

 

 

 

（令和５年度については９月頃公表） 

年度 割合（％） 

Ｒ５ － 

Ｒ４ 107.8 

Ｒ３ 111.3 

・本市の一人当たり医療費は、昨年度

と比較すると県平均に近づいている

が、依然高い状況が続いている。今後

も自分自身の医療費への関心を高め

るために医療費通知の送付を継続す

る。 

重
複
頻
回
受
診
者 

訪
問
事
業 

不適正受診を

是正し、健康

管理について

支援する 

指導実施者全

員の改善 

①地区担当保健師と連携して

指導を実施する。 

 

①保健指導対象者数（人） 

・指導方法を改善し、対象者へ通知を送

付した後、電話や面接にて健康相談を

実施した。 

年度 対象者数（人） 

Ｒ５ 44 

Ｒ４ 22 

Ｒ３ 5 
 

①保健指導後の受診行動改善者数 

年度 改善者数（人） 

Ｒ５ 5 

Ｒ４ 11 

Ｒ３ 2 

 

 

 

・実施方法の変更により、より多くの

対象者に対してアプローチすること

ができた。 

・電話や面接にて健康相談を 4人に対

して実施することができた。 

 


